
 

＜ガントリークレーン・シミュレーション体験＞ ＜コンテナターミナル見学＞ 

NEWS RELEASE                         

 

神戸港の物流最前線を体感！ 

～高校生が港湾物流の現場を学びます～ 
 

 

 

 

 

 
 

本授業は、須磨学園高等学校のキャリア教育の一環として実施するものです。生徒が港湾施設の

見学や体験を通じて、コンテナ貨物の積卸しや輸送など国際物流を支える港湾運送の役割や、海運・

港運の仕事について学ぶとともに、地元・神戸港への理解を深めます。また、実際の港湾施設や  

物流現場に触れることで、将来の進路選択や学問への探究心を深める機会を提供します。 

 

【出前授業の概要】 

日時：令和８年７月１５日（水）１３時００分～１６時５０分 

場所：港湾職業能力開発短期大学校神戸校及び神戸国際コンテナターミナル 

対象：同校１年生１３名 

内容：港湾物流に関する講話、港湾荷役体験（ガントリークレーン・シミュレーション体験）、 

貿易事務の体験、コンテナターミナル見学 

主催：国土交通省神戸運輸監理部 

協力：港湾職業能力開発短期大学校神戸校、商船港運株式会社 

 

 

 

配布先  取材申込・問い合わせ先 

神戸海運記者クラブ 

神戸民放記者クラブ 

 

神戸運輸監理部 海事振興部 貨物・港運課 

担当：薮内 

電話：０７８－３２１－３１４７（直通） 

神戸運輸監理部は、将来の海事産業を担う人材の確保や育成と、「海」や「船」、港湾

物流への理解促進を目的に、学生等を対象とした出前授業や施設見学を実施しています。 

このたび、私立須磨学園高等学校の生徒を対象に、港湾職業能力開発短期大学校神戸

校及び神戸国際コンテナターミナルにおいて、出前授業（講話・体験学習・施設見学）

を行います。 

令和８年７月８日１４：００資料配布 
こうべぇ 

国土交通省 神戸運輸監理部 

※昨年度の出前授業のようす 
 


